
 

 

 

 

 

共に生きる  より良く生きる 
 本校のひまわり学級の卒業生が、草むしりのボランティアに来てくれることになりました。

長くひまわり学級の介助員を勤めてくださっている方の紹介です。 

 コロナ禍の中、職場に出勤することもままならないようで、 

「誰かの役に立ちたい」 

という思いでの活動のスタートでした。 

 20 日からさっそく活動開始ということで、挨拶に向かいました。 

「松田小学校の校長の津田です。よろしくお願いします。」 

「よろしくお願いします。」 

 しっかりと目を合わせて、爽やかな返事をしてくれました。見るとすでに、雑草だらけだ

った場所が、きれいに除草されています。その後の自己紹介の言葉や受け答えから、社会人

になっても成長しようとする真っすぐな心が伝わってきました。 

「人のためになることが、大好きなんですよ。」 

とは、紹介してくださった介助員さんの言葉です。お話によると、職場にも恵まれているよ

うで、多くの人に支えられていることに感謝しながら、自分の仕事にしっかりと向き合って

いるとのことでした。そのような仕事ぶりは、きっと職場の人たちにも大きな励みになり、

勇気を与えていることでしょう。 

 人と人との心がつながり、支え合い、励まし合っているあたたかい職場なんだな、と感じ

ました。正に、「共に生きる」「より良く生きる」ための職場です。 

 

 初対面で少し話をしただけで、草むしりをしていない私まで爽やかな気持ちにしてくれた

のは、やはり人柄でしょうか。このような前向きな人柄が、松田小学校のひまわり学級から

育っていったことが、誇らしく思えました。 

 

 松田小学校のホームページに、今年度の学校経営のグランドデザインをアップしました。

赤く示してある部分が、昨年度から追記した文言です。 

「思いやりの心の育成」の項に「インクルーシブ教育、SDGｓの推進」を追加しました。共

に生きるための教育やSDGｓの中に示される様々な取り組みの必要性については、今までの

学校教育の中でも学びを積み重ねてきましたが、新しく「インクルーシブ」「SDGｓ」とい

う文言を意識することで、視点も新たに更に心に根付くような教育を推進していきたいと考え

ています。 

 今年度から、松田町の全面的なバックアップを受け、ひまわり学級の介助員さんも増員して

いただきました。担任の方でも工夫をしながら、とてもいい交流ができていると感じています。 

お互いに良さを認め合い、共に生きることで、より良く生きようとすることができる学校を目

指していきます。 

 

 一人ひとりの輝きは違うもの。その色や輝き方も人それぞれ 

です。そんな中で、個のもつ良さに気づき、自分も周りの人も 

大切にしていくことのできる関係って素敵だなあと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ４月の初めは、１年生のところに行くことが

多くありました。例年６年生がお手伝いしてい

る給食の配膳は、昨年度に引き続き、担任外の

職員がほぼ総出で支援しています。 

 ご飯が食缶にたくさん残った日に、ほしい子

の分を増やしに回りました。 

「ご飯をもっと、たべたい人。」 

「はいっ。」「ほしいです！！」 

とたくさんの子の手が挙がりました。細かく分

けて配るので、なかなか大変ですが、うれしい

悲鳴です。食に向かう力は、生きる力につなが

ります。 

「給食はおいしいですか？」 

「うん、ちょ～おいしい！！」 

マスク越しですが、目が輝いていい表情で言っ

ていることが伝わってきます。 

 別の日には、野菜を増やしに回りました。 

「野菜をふやしたい人。」 

「はいっ。」 

またまたたくさんの手が挙がり、うれしい悲鳴

の第 2 弾でした。今年の１年生も、なかなかパ

ワフルで頼もしいです。 

 

 

 

 

 

 下校指導の途中には、きちんと安全帯を歩き

ながらも、いろいろな話をしてくれます。 

「今日も楽しいこと、たくさんあって、帰りも

元気だね。学校は、楽しいですか？」 

「うん、ちょ～楽しい！！」 

「先生の背よりも、もっともっと上にいくくら

い、楽しいよ。」 

 １年生の表現は、独特です。しかし、素直な

思いがストレートに伝わってきて、笑ってしま

いました。慣れない学校生活で疲れもたまるだ

ろうに、元気いっぱいの笑顔を見せてくれる１

年生に感謝です。 

 朝の登校指導から学校に戻ると、３年生がピ

ロティ―に集まってきていました。これから学

区探検のようで、担任は準備のためか、まだ出

てきてはいませんでした。 

 係の子が前に出て声をかけます。 

「並んでくださ～い！！」 

「２列になって。」 

昇降口から出てきた３年生が、次々と列になっ

ていきます。 

「先生がいないのに、えらいねえ。」 

「校長先生も先生でしょ。」 

「あっ、そうか…。」 

そんな会話をしながらも、２クラス分の整列が

ほぼ完了しました。嬉しくなって、思わずシャ

ッターをカシャリ！ 

 一歩階段をのぼって、たくましくなった３年

生の姿でした。 

 

学年懇談会、ありがとうございました 
 21 日には、学年懇談会に多くの参加をいただ

き、ありがとうございました。今回は密を避け

るため、低学年・高学年の分散開催とさせてい

ただきましたが、実際に担任が保護者の皆様の

顔を見てお話しさせていただけたこと、本当に

ありがたかったです。 

 昨年度当初は、ほぼ文書のみの伝達でしたの

で、やはり顔の見える関係がスタートできたこ

とは、今後、保護者の皆様と同じ方向を向いて

子どもたちの指導、支援をするにあたって、貴

重な機会になったと思います。 

 まだまだコロナ禍で先の見えない状況が続い

ていますが、いつも柔軟に対応してくださり、

本当にありがとうございます。 

プログラミング学習のボランティアを募集します 

 PC に詳しくなくても、共に学ぶような姿勢で 

お手伝いいただければ大丈夫です。やってみようと 

いう方、興味のある方は、学校までお問合せくだ 

さい。      （82-0371 担当：校長） 

今年度のプログラミング学習（１学期分）  

６年生 ６月３日、２４日、７月８日 

５年生 ６月１７日、７月１日、１５日 

 ※すべて木曜日の３，４校時と５，６校時 


